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替・

り， 測 定 しや すい こ とが 分 っ た の で繭後総 て 除蛋自 した

もの を 使用 した．ト リコ モ ナ ス 虫体陽性患者で発赤（
一

）

の 者 13．5％ ， 直径 1。Occ以 上 の 者 75．5％あ り，こ れ に反

し ト リ コ モ ナ ス 虫体陰性 患者では発赤 （
一

） の 者丁1．4％

直径 1．Occ以上 の 者 9．5％であ つ たが，尚例数 をふ や し

て観察中であ る ，叉 反復注射 に よ る治癒 匠進効果，再発

率 ， ヲ ッ セ ル 氏 小 体 に対 す る影響 に つ い て は 現在検索 中

であ る．

　157．　 超音波反射法に よ る 産婦入 科疾患診 断法

（第 3 報．）

　　　　　　　　　　　　 （国立清瀬）　 石原啓男

　　　　　　　　　　　　 （大宮 日赤）　 菫 岡　
一

　超音波反射法 を応用 して ， Ptftの 産婦人科疾患の 診断

を試み て，可成 りの成績 が得 られ た事は ， 既 に第 工9回 日

産婦学会 関東地方部会 （第 1 報）並び に，第11回 日産婦

総会 （第 2 報）に 於て発表 した所であ る が ， 其 の 後私達

は 症例 を重ね現在迄 1BO例 に達 し，新 た な 所見及び 詳細

な 分析 が得られ た の で，こ こ に第 3 報と して報告す る．

　実 験装置 は， H 本 無線製超 音波 探 傷 器 USFsC 型 の

改良型，探触子は医学用特殊水晶発振子，使用周波数 は

0．5M ．Clsec〜ユOMC ！sec ．超音波発振方法は経腹壁法 ，

経子宮腟部法経子宮腟円蓋法を採用した．共に振動子 を

被検体 に直接， 接着す る直接法 を用 い た が，
一

部 に被倹

体 と振動子の 間に水を介す る水浸法を試 み た．

　実 験成績 ：子 宮筋腫 に つ い て は，和 賀 井の 成績 では
，

筋睡核及び子宮兆腔 の 反射波を認め た とい うが，私達 の

実験では，IOMC 使用時には 明 らか に 之を認め る も，
5

皿 Cで感度 τに於い て は 筋腫 に 於い て，何 ら反射波 は認

め られ ず ，而 も此の 場合，妊娠子宮 に於て は着床部位よ

り，明 らか な戻射波が得られるの で，此 の 条件では 両者

の 鑑別は可能である．粘膜下筋腫の 場合で，所謂筋腫 分 娩

の 形に発育した もの で は，時 に 妊娠 子 宮 と類似 の 如 き反

射 を示す事が あ るが ， 波形を仔細 に検討すると， 判読す

る事が出来る．夊，胞状寄胎に於 て は妊娠時と同様に ，

超音波 の 伝播力 は 強い が 子 宮 腔 内反 射波 は ， 妊娠 とは可

成 り異 つ た反尉波 が得られ た．

　 子宮癌は，屡 々 子宮腟部び らん と区別の 困難な事が あ

り， 種女 そ の 検索法 に 改良を加 え た が，劉出標木では ，

び らん は全例反射波はな く，子竄癌では 明 らか に癌性 工

．
コ ーが 生 ず る事が 確実な の で，此 の 点追求 した 結果振動

子 の 接着不 十 分 に多 くの 原因の あ る事を知 り，振動子 に

ラ ノ リン 或 は ヒ マ シ 油等 を塗布 し確実 に組織に 接着する

事 に よ り好結果が 得 られ た．しか し体癌 の症例は な く，

叉子宮癌 0期 に於 て は 未 だ 明白な癌性 x コ
ーは 検索不能

で あ り， 今陵の 実験に俟た な けれぱ な らな い ．

　 産科領域 に 於 て は，胎位 の 診断の 為，振動子を恥骨結

合 上 1 〜2 横指上 の 所に当 て 超音波を入 射 して検索 した

が ， 頭位では 明 か な頭蓋 の 反射波を得 ， 骨盤位 に て は 復

雑な骨盤 の 反射波が あ り，之 に よ り児頭の 位置 を 明白 に

探索す る事が可能であ る事がわか っ た．尚，本法に よ り，

無脳児の 妊娠例を発見 レた の で此 の 症例を発表す る．

第14群 　新 生児 （生理 ）に 関す る 問題

　158．　新産児 及 び未熟児 の 生理 及 び 病理 に関す

る研 究

（日赤本部産院） 三 谷　茂，中嶋唯夫 ， 北村　益

　　　　　　　　丸 山英 一 村瀬道雄 ， 宗田太郎

　　　　　　　　尾見義信 ， 堀 口 和 之 ， 後藤明代

　　　　　　　　堅石 和雄 ， 柳下　晃

　我 女 は 既 に 新産児 ，特 に 未熟児に関 して 物質代謝等種

々 の 角度か らの 考察を行い ，且っ 発表 して来 た が ， 更 に

従来 の 研 究 を進 め っ tsあ る の で ， 今 回 は 其 の 後 の新知見

に つ き報告した い 。

　 1） 新産児 ， 未熟児 に関 して の 研究の 掘下 げ と共 に そ

の 保育 ， 栄養法等 に も之を実際的 に改善， 種々 の 創意 工

夫 を 凝 ら しつ S あ る．母乳 と粉乳 との 未熟児栄養学 上 の

差異に っ い て 更 に検討 を 加 え ， 夊従来 の 強制栄養法 に 関

して新たに久慈式点滴持続カ テ
ー

テ ル 栄養法 の 採用 に 依

り保育成績の 向上 を計っ てい る．

　2）　脂質代謝 に 関 して，従来 の諸報告値は報告者 に 依

り相当の動揺 が見られ るの で，新 た に凍結乾燥処 理 を実

施 し，従前 の 値 との 比較検討 を，環新た に臓器脂質含有

量の 態度につ き実験を行 っ て い る．

　3）　電解質代謝の 面 で は ， 従来 の 我 々 の 基礎的研究を

基に ， 間脳， 下垂体一
副腎系の 動 きに 対す る臓 器 内電 解

質の 態度 を検討 ，
X オ ジ ン細胞 テ ス ト，ケ トス テ ロ イ ド

測定，ウ ロ ペ プ シ ン 曲線の 追及等に よ る新産児 の 副腎皮
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質の 機能 に 関 して の 従来 の 知見を再検討 した ．

　 4） 糖質代謝 に 関す る従来 の 基礎的研究 を基 と し ， 胎

児に特有な る低血 糖 の 検索の
一

助 に 母 体血 と胱帯静脈血

中の 血糖値の 比較，家兎実験に依 る葡萄糖の 胎盤通過の

状態を時間的 に追求 した．

　 5）　新産児及び未熟児の 主要臓器 を 中心 に組織化学的

な 検索を行い ，そ の 妊娠中毒症 との 関係，絨毛性性腺刺

戟 ホ ル モ ン の 母体負荷 に依 る 動物実験時の 閥接的影響 を

も比較検討中で あ る。

　 159。 生下 時体重 と足蹠計測値

　　　　　　　　　　　　　 （仙 台逓信）　後藤　仲

　分 娩異常 を来 た す 多 くの 疾 患 の う ち骨 盤 位 分 娩 の 占め

る率 は 非常 に 大 きい ．骨盤位分娩 は 分娩回数 ， 産道 の 伸

展性 ， 異常 ， 陣痛 の 強弱，年齢，そ の 他の 異常合併の 有

無，術者 の 手技等に よ りそ の 難易の 程度 の 異 る の は 当然

で あ る が，胎児 の 発育特 に そ の 体 重 と密接 な 関係 が ある e

骨盤位分娩 と新産児予後 との 関係に於 て 生下時体重 2800

g 以 上 と以下 に於 て 有意義 な 差を示す とい われ て居 る．

　 胎児体重 を一
定条件 下 の 母体腹部 レ ン トゲ ン撮影 に よ

り計測推算す る方法もあ る が，実地応用 上難点が あ る．

　私は当院に入 院分娩直徒の 新産児 20Q例 （正 常分娩 ，

骨 盤 位 ， 帝 切 児
一切 を 含 む ） に つ い て 生 下 時 体 重，身

長 ， 頭囲 ， 胸囲等 の他 に足蹠 の測定を行 い 体重 との 閧係

を見 た．

　足蹠測定 は 第 1趾 を含め た長さを 足蹠長と し （第 1 趾

は伸展せ ず そ の ま S の状態で測定）含 め な い 長さ を足 蹠

位 と した．200 例 中生下時体重 300e　g 以上 の もの 108例，

以 下 の もの 92例で あ り，標準 塞 重30DOg，身長50c皿の 場

合足蹠長は T．5cm，短 は 6．2C皿であっ た．

　足蹠短 と体重 に於て は そ の 関係は認め が た い が，足蹠

長測 定 に 於 て生 下時体 Pt3000　g　tx上 の もの 108例 中 7e5
’^8．Ocmの 屯の 44例，　8，0〜 8．5cmは 4工例，　 8。50m以上

の もの は 9 例で あ つ た。即 ち ユ08例 中 94例は 7．5Cin以 上

で あ っ た ．勿論個々 の 例 に 於て 多少の 変動は あ る が
， 標

準値 7．5cm以 上 の 場合特 に 8．Oc皿乃 至 8．5c田等の 場合 は

胎児体重 も そ れ に応 じ3000〜3500乃 至そ れ 以 上 とな る可

能性 の 多い 事が 考 え られ る．

　160．　 最 近12年間に於け る 新生児生下 時体重の

突態 と推移 と に就 い て

　　　　　　　　（長崎大）　 福居謙三 ， 岡　　武

　　　　　　　　　　　　　 黒氏謙
一

， 宮副亮典

　最近 ， 新生 児 の 体重 が増 した の で は な い か と云 う印象

を折 に 触れ感 じる の であ る が ， 果 して 如何であ ろ うか と

云 う こ とを確め る 目的で こ の 調査 を 行 つ た．即 ち，従

来 ，
日本 人 の 新生 児 生 下 時体重は，満期産児で2，800 〜

3
，
000g であ る と云 わ れ て 来 た が ， 最近は む しろ3，eOOg

を割る 方 が少い よ うに思われ る 。

　我 k は ， 当長崎大学医学部産科婦入科学教室臨床 に於

け る，昭和 22年 か ら昭 和 33年末迄 の 12年間の 入院分娩 に

依 る 出生 児 の 生 下 時 体 重 に 就 い て ， そ の 実態 と推移 とを

謂査 した。そ の 対象は s 同期間 の 全出生 児の うちs 品 胎

・奇形等を除 く4，670 児で，そ の 76％，3．560 児 が 満期

産児 （妊娠第 39週始一 第 42ma末分 娩 に 依 る出生児）で

あ る （S2 ，d48 中76％1863児，♀2，222 中丁6％1697児）．

　満期産児 の 生下時体重 は，昭和 22〜25年の 62 ．980 ±

28g ♀2艇 0± 31g に 対 し て 昭和 30〜33年 の 舎3，130 ± 13

9t　♀3，0TO ±139 』
ごあり， そ の 閥の 昭和 26〜29年では

♂ 3，080 ± 14g ，♀3，030 ± 14g と云 う値を得た．乎 、初

4 年間 と最近 4 年間 との 問 に は ，明 らか に 著明な 差 が あ

るこ とが 検定 の 上 でも認められ る，叉 昭和20年以前に発

表 され て い る他の諸調査 の 値 との 比 較 に於い て も ， 明 ち

か に差 が 認 め られ る．

　生下黠体重は．人種，性，母体経産，母体年齢 ， 父 母の

体質 ・体格， 母体の 栄養等 に 関連す る 処大であ る と云 わ

れ て い る が ， 我 k の 12年間 の サ ン プ ル の 母体年齢の 分 布

や 経産回 数の 分布に於い て は ， 年次的に差異 は認 め られ

な い が 故に ， そ の 為の 生 下時体重の変動は さ して 考慮 さ

れ得 な い 、母体 の 体重
・
身長 との 関係 に於 い て は，新生

児生
』
ド時体重 は母 体 の 体重 と比 較的関連 が 深い よ うであ

る、Hilち，生 下時体重が 順調 な 上昇 を た ど り，水平的推移

に 移 り始 め た 昭 和 27年 か らは，母 体体重 に 対す る親 卜児

生下時体重 の 比 は常に ♂ 0。055〜 G．056の 間，♀ e．054

〜 O．055の 間 と云 う
一

定の 値 を得 て い る、

　又 s 戦後 の 新生 児生下侍体重の低下 は ， 母体栄養の極

度 の 障 害 とも 考 え られ て い るが ，そ の 後 約 loip問 の 体重

増加 は 唯 に戦前の 水準 に復1帚す る の み に 止 らず，永準 自

体 を 高 め る に 至 っ た と考 え て よい の では なか ろうか．

　入 の 成長期 に は，従来の 統計上 ，2 つ の 旺 盛な 期間が

あ つ て ，そ の 1 っ が 胎内 に あ る 時 か ら 5 〜6才 迄 で あ る

とさ れて い る が ， 胎内 に於け る成長発育 の 最大の 要因 と

して の 母体とな る べ き もの の 栄養状 態 改 善 叉 は 体位 の 向

上 に連 な る 問題 として 新生児生 下時体重 の 増大 も 既定 の

現象 と考 え られ る の では な か ろ うか ．

　161 ． 早産児及 び過期産 児 の 生下 時体重 に 闘す

る 臨床的考察
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